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敦賀発電所１号機の原子炉手動停止について 

（湿分分離器ドレンタンク（Ａ）からの漏えいの原因と対策） 

 

 敦賀発電所１号機（沸騰水型軽水炉：定格電気出力 ３５万７千ｋＷ）は、定格熱出力一定

運転中のところ、平成２２年６月１０日１５時０５分頃、特別区域※１巡視点検中の運転員が、

タービン建屋１階の湿分分離器ドレンタンク※２１台の保温材から水の滴下を確認しました。保

温材を取り外して確認したところ、当該タンクの胴部にあるマンホールのフランジ合わせ面付

近からの僅かな蒸気漏れが確認されました。 

蒸気漏れの原因調査を行うため、６月１０日１９時から出力降下を開始し、２３時に発電を

停止、翌１１日４時に原子炉を停止しました。 

なお、本事象による周辺環境への放射能の影響はありません。 

※１ 特別区域 

放射線管理区域のうち、線量当量率が１ミリシーベルト／時を超える箇所。運転員の巡視点検は２週間に

１回の頻度で行う。 

※２ 湿分分離器ドレンタンク 

高圧タービンを出た蒸気の湿分を取り除く湿分分離器からのドレン水を受けるタンク。 

 （平成２２年６月１０日公表済） 
 
 

１．調査結果 

（１）フランジ部の分解点検 

・当該部は、タンク本体側フランジとマンホール蓋側フランジの合わせ面に、パッキンを

挟み込み、ボルトで締め付けて漏れを止めています。 

・当該部を分解し、パッキンおよびフランジ面を観察した結果、フランジの下方に蒸気漏

れによる変色が認められましたが、パッキンやフランジのシート面（パッキンと接触す

る部分）に傷や面あれはなく、異物の混入は認められませんでした。また、パッキンの

寸法や材料は仕様通りでした。 

・各フランジ面の寸法等を測定した結果、本体側フランジに溶接に伴うわずかなたわみ（フ

ランジの左右方向の端部で最大約０．４ｍｍ下がった状態）が認められましたが、分解

前に実施した締め付け隙間の測定結果では、隙間は円周上でほぼ等しく、片締めはあり

ませんでした。また、現場での再現試験の結果、ボルトを締めることにより、本体側フ

ランジに沿って、蓋側フランジがたわむことにより、パッキンはほぼ均一に締め付けら

れることが確認されました。 

・今回測定した隙間量から算出したパッキンの締め付け量（パッキン圧縮量）は、円周上

の大半で、漏れ止めに必要な量（０．２ｍｍ）を下回っていたことから、当初のパッキ

ンの締め付けが十分でなかったものと推定されました。 

 

 

 

 



 

（２）点検実績 

・パッキンの締め付けが十分でなかった原因を調査するため、当該タンクの点検実績を調

査したところ、過去２回、タンク内面の目視点検を行うため、フランジを取り外してパ

ッキンの交換作業が行われていました。 

・１回目の作業は設備点検工事として平成３年（第２０回定期検査）に実施されていまし

た。２回目の作業は、経年変化データ採取のための調査の一環として、平成１１年（第

２６回定期検査）に実施されていました。 

・工事要領書では、パッキン交換後の締め付け確認は、平成３年はボルトの締め付け力を

規定することで管理し、平成１１年は、締め付け隙間が分解前と大差ないことを確認す

ることとしていました。 

・平成１１年の締め付け記録が残っていなかったため当時の状況を確認することはできま

せんでしたが、工事要領書に締め付け規定値が示されていなかったことから、パッキン

の締め付けが十分でなかった可能性があると推定されました。 

 
 

２．推定原因 

・第２６回定期検査の当該タンク点検作業において、パッキン交換後の締め付け確認方法が

適切でなかったため、パッキンが十分に締め付けられませんでした。 

・この状態で、運転時の熱影響により、パッキンの締め付けが徐々に低下したことが重なっ

て、蒸気漏れが発生したものと推定しました。 

 
 

３．対策 

・当該タンクのマンホールフランジについて、パッキンの圧縮量を基準とした締め付け規定

値を工事要領書に記載し、締め付け管理を行います。 

・当該フランジ部の復旧に当たっては、フランジを研磨し、たわみを取り除いた後、新品の

パッキンに取り替えるとともに、見直した管理方法に従い、パッキンの締め付けを行いま

す。 

・運転に支障を及ぼす可能性のあるマンホールフランジについて、工事要領書や工事記録を

確認するとともに、現場で締め付け確認を行います。 

・過去に実施した調査のうち、設備の分解作業等を伴うものについては、工事記録等により、

適切に作業が行われていたかを確認します。 

 

これらの対策を行った後、７月下旬頃に原子炉を起動し、運転を再開する予定です。 

 
 

４．添付資料 

湿分分離器ドレンタンク（Ａ）漏えいの調査状況 

 

    



添付資料
（１／２）

湿分分離器ドレンタンク（Ａ）からの漏えいの調査状況  
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フランジ部寸法測定結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隙間の測定結果 

上段 隙間(mm)実測値、（ ）はＨ３年記録 

下段 ﾊﾟｯｷﾝ圧縮量(mm)算出値、（ ）はＨ３年記録
a 
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【締め付け後】 

再現試験結果 

本体側フランジたわみ測定結果 【締め付け前】

ボルトを締めることにより、本体側フランジに沿って、

蓋側フランジがたわむことにより、パッキンはほぼ均一

に締め付けられることが確認されました。 
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